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技術の特徴

・微小流路を用いた連続処理系

・変性剤と界面活性剤の交換反応を効率化

独立行政法人
農業・食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所

微小流路試作

今後の展開

・微小流路内におけるタンパク質拡散防止法の検討

タンパク質流入口の微細化、電気泳動法の利用

・界面反応を利用した効率的物質生産への適用

研究の内容

変性タンパク質

タンパク質
大量発現

変性剤による
可溶化

界面活性剤
との交換

界面活性剤
の除去

変性剤 界面活性剤

変性剤

サイクロ
アミロース

正常
タンパク質

サイクロアミロースによる再生法（バッチ処理） ＊食総研で開発された方法

タンパク質の大幅な希釈（１００倍程度）

収率の低下、取り扱いの不便

このままでは
利用できない

微小流路の活用

装置概観 成分分布解析

数値解析による成分分布予測

流路設計へ
フィードバック
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パラメータ
・流速
・濃度
・流路幅
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リゾチーム 変性剤 界面活性剤 交換反応
[P] = 1 mM
[S] = 10 mM
[D] = 1 M
flow rate = 24 μl/min
inlet width = 20 μm

[P] = 1 mM
[S] = 100 mM
[D] = 1 M
flow rate = 2.4 μl/min
inlet width = 2 μm

微小流路中での成分分布の測定

リゾチーム 変性剤 界面活性剤

[P] = 0.35 mM
[S] = 13.7 mM
[D] = 1 M
flow rate = 5 (blue), 10 (magenta), 25 μl/min (yellow)
inlet width = 20 μm


